
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【紹介】長岡市栃尾「とちお祭」  

（第 60回：2014年 8月 23・24日） 

①全日本樽みこし綱引き選手権大会 

②仁
に

和賀
わ か

行進  ③大民踊流し 

④みこし渡御  ⑤大花火大会 

⑥その他、各種イベント 

※詳細は栃尾観光協会まで 

TEL：0258-51-1195 

http://tochiokankou.jp 

【活動１】裏方活動  
 
長岡市栃尾の「とちお祭」に、 

「裏方」として活動に参画 
 
①事前取材・ゼミ企画立案 

（4～6 月） 

②祭の事前準備とＰＲ活動 

（6～8 月） 

③直前設営と当日運営と 

片付け（8 月） 

【活動２】表方活動  
 
祭当日の「表方」にも参加 
 
①樽みこし綱引きのチャレンジシッ

プで今瀬ゼミが準優勝しました！ 

②仁
に

和賀
わ か

行進で乱舞しました！ 

【活動３】記録･調査･まとめ  
 
①ゼミ活動結果の取りまとめ 
 
②裏方だからこそ分かる 

「とちお祭」の本当の姿と 

栃尾地域の良さ・課題を 

記録、調査して取りまとめ 

とちお祭で裏方さん

になりました！ 

 今瀬ゼミの活動目的  

①ゼミ学生の学外現場における実践的な学習 

②地元住民による「とちお祭」活性化に貢献 

③栃尾への誘客など栃尾地域の活性化に貢献 

【活動４】情報発信･ＰＲ･提言  
 
①裏方活動・表方活動と、記録・調査・まとめをもとにした情報発信 

（報告書、パネル展示、ＨＰ、悠久祭、成果発表会、各種イベント等） 
 
②今瀬ゼミと栃尾住民の方々の合同企画 

「栃尾本町仁
に

和賀
わ か

隊パフォーマンス」を悠久祭で開催（栃尾のＰＲ活動） 
 
③「とちお祭」と栃尾地域の今後への提言 

今瀬政司ゼミナール 
「とちお祭への裏方参画と調査・情報発信」事業 (2014 年度) 

「地（知）の拠点整備事業」（大学 COC事業） 

長岡地域＜創造人材＞養成プログラム 

【今瀬ゼミ】五十嵐信彦、澤井芳秀、須田一聖、相山祐輝、太刀川健太朗（五十音順） 

【担当教員】長岡大学経済経営学部 准教授 今瀬政司 

TEL：0258-39-1907(研究室)、0258-39-1600(代) E-mal：imase@nagaokauniv.ac.jp 

【パネル 1】(C)2014/10/25今瀬ゼミ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今瀬ゼミナールの主な活動内容（2014年4月～10月） 学外

14日 (月) 定例ゼミ授業（企画書立案等）

21日 (月) 定例ゼミ授業（企画書立案等）
28日 (月) 定例ゼミ授業（企画書立案等）
12日 (月) 定例ゼミ授業（企画書立案等）
19日 (月) 定例ゼミ授業（企画書立案等）

21日 (水)
長岡市政策企画課・市民協働推進室、NPO法人市民協働ネットワーク長岡に
協力依頼（今瀬）

市本庁

26日 (月) 定例ゼミ授業（企画書立案等）
29日 (木) 長岡市政策企画課・市民協働推進室・地域振興戦略部に協力依頼（今瀬） 市本庁
2日 (月) 定例ゼミ授業（企画書立案等）
3日 (火) 長岡市地域振興戦略部に事前取材・企画相談 市本庁
9日 (月) 長岡市栃尾支所地域振興課に事前取材・企画相談 栃尾

10日 (火) ゼミ打合せ会（企画書立案等）

16日 (月)
長岡市栃尾支所商工観光課（荒木様にアドバイザー依頼）と山の暮らし再生機
構栃尾サテライトに事前取材・企画相談

栃尾

17日 (火) とちお祭「仁和賀部会」に出席＆取材 栃尾
23日 (月) 長岡市市民協働推進室（安達様にアドバイザー依頼）に事前取材・企画相談 市本庁
30日 (月) 定例ゼミ授業（とちお祭の裏方参画の進め方検討等）
4日 (金) とちお祭「結団式」に出席＆取材 栃尾
7日 (月) 定例ゼミ授業（とちお祭の裏方参画の進め方検討等）

14日 (月) 定例ゼミ授業（とちお祭の裏方参画の進め方検討等）
16日 (水) 栃尾観光協会と打合せ会（スケジュール・役割分担等調整） 栃尾
21日 (月) 定例ゼミ授業（とちお祭の裏方参画の進め方検討等）
25日 (金) とちお祭「仁和賀部会」に出席＆取材 栃尾
28日 (月) 定例ゼミ授業（とちお祭の裏方参画の進め方検討等）
28日 (月) 栃尾本町区のとちお祭「仁和賀行進」の事前準備＆取材 栃尾
6日 (水) とちお祭の事前準備（会場と街中の設営等）＆取材 栃尾
6日 (水) とちお祭「全日本樽みこし綱引き選手権大会」説明会に出席＆取材 栃尾

18日 (月) とちお祭「安全祈願祭」に出席＆取材 栃尾
19日 (火) とちお祭の事前告知（長岡駅前アオーレにてチラシ配布等）＆取材 栃尾
20日 (水) 栃尾本町区のとちお祭「仁和賀行進」の練習会出席＆取材 栃尾
21日 (木) 保健所検査（現地不参加）
22日 (金) とちお祭の前日準備（会場と花火打上げ場の設営等）＆取材 栃尾
23日 (土) とちお祭当日（裏方運営＆取材） 栃尾
24日 (日) とちお祭当日（裏方運営＆樽みこし綱引き参加＆仁和賀行進参加＆取材） 栃尾
25日 (月) とちお祭の後片付け（会場と花火打上げ場の片付け）＆取材 栃尾
3日 (水) ゼミ打合せ会（報告書作成＆パワーポイント資料作成）

10日 (水) ゼミ打合せ会（報告書作成＆パワーポイント資料作成）
17日 (水) ゼミ打合せ会（報告書作成＆パワーポイント資料作成）
24日 (水) ゼミ打合せ会（報告書作成＆パワーポイント資料作成）
1日 (水) ゼミ打合せ会（報告書作成＆パワーポイント資料作成＆パネル作成）
2日 (水) ゼミ打合せ会（報告書作成＆パワーポイント資料作成＆パネル作成）

6日 (月)
長岡市市民協働推進室で中間レビュー（中間報告書＆パワーポイント資料提
出）、長岡市政策企画課と地域戦略部に報告

市本庁

8日 (水) ゼミ打合せ会（報告書作成＆パワーポイント資料作成＆パネル作成）
13日 (月) 定例ゼミ授業（報告書・パネル等作成打合せ、第２回中間レビュー練習）
14日 (火) ゼミ打合せ会（報告書作成＆パワーポイント資料作成＆パネル作成）
15日 (水) ゼミ打合せ会（報告書作成＆パワーポイント資料作成＆パネル作成）
16日 (木) ゼミ打合せ会（報告書作成＆パワーポイント資料作成＆パネル作成）

20日 (月)
長岡市栃尾支所で中間レビュー（中間報告書＆パワーポイント資料提出）、栃
尾観光協会に報告

栃尾

21日 (火) ゼミ打合せ会（パネル作成）、栃尾本町区「仁和賀行進」の打合せ 栃尾
22日 (水) ゼミ打合せ会（パネル作成）

23日 (木)
ゼミ打合せ会（パネル作成）、NPO法人フォーラム栃尾熱都にとちお祭パネル
借用

栃尾

24日 (金) ゼミ打合せ会（パネル作成）、今瀬ゼミ作成の展示パネル等の設置
25日 (土) 悠久祭にてパネル展示「とちお祭の裏側珍百景」
25日 (土) 悠久祭にて「栃尾本町仁和賀隊パフォーマンス」
26日 (日) 悠久祭にてパネル展示「とちお祭の裏側珍百景」
27日 (月) 悠久祭でのパネル等の後片付け

12月 6日 (土) 地域活性化プログラムの成果発表会（ホテルニューオータニ長岡）＜予定＞

9月

10月

月日

4月

5月

6月

7月

8月

【ゼミ生】五十嵐信彦、澤井芳秀、須田一聖、相山祐輝、太刀川健太朗(五十音順)【教員】長岡大学経済経営学部准教授 今瀬政司 

今瀬政司ゼミナール 「とちお祭への裏方参画と調査・情報発信」 

「地（知）の拠点整備事業」（大学 COC事業） 

長岡地域＜創造人材＞養成プログラム 

(2014 年度) 

栃尾支所商工観光課・地域振興課 

市民協働推進室 

地域振興戦略部、政策企画室 

アドバイザー：荒木氏・安達氏 

NPO法人市民協働ネットワーク長岡 

             等 

栃尾観光協会、栃尾本町区 

栃尾煙火協会、栃尾商工会 

NPO 法人フォーラム栃尾熱都 

長岡市栃尾地域 NPO 連絡協議会 

公益財団法人山の暮らし再生機構 

栃尾サテライト    等 

栃尾地域 長岡市役所等 

とちお祭で裏方さんになりました！ 

パネル展「とちお祭の裏側珍百景」 

■主催：今瀬ゼミナール 
 

■日時：2014 年 10 月 25 日（土）、 

26 日（日）10:00～17:00 

長岡大学 242 教室 
 

■内容：「とちお祭への裏方参画と調査・

情報発信」事業での活動成果を報告

します。（①裏方活動、②表方活動、

③記録・調査・まとめ、④情報発信・

ＰＲ・提言）。裏方だからこそ分か

る「とちお祭」の本当の姿（素晴ら

しさ）と、栃尾地域の良さ・課題を

報告し、今後への提言を行います。 

■主催：今瀬ゼミナールと栃尾の方々 
 

■日時：2014 年１０月 25 日（土） 

12:45～13:00 長岡大学玄関広場 
 

■内容：栃尾地域で 60 年の歴史を持つ

「とちお祭」。その最大の呼び物が「仁

和賀(にわか)行進」（踊り）。栃尾住民の

方々２5名ほどがご来校下さり、ゼミ

生やボランティア学生たちと一緒に、

仁和賀行進の 60周年記念、合同パフ

ォーマンスを行います。テーマは、「祝

60 周年とちお祭 本町 Returns ～

ありのままで」。「とちお祭」と栃尾地

域の素晴らしさを見て、驚いて下さ

い。踊りへの乱入、大歓迎！ 

 

長岡大学 

今瀬ゼミナール 

ご協力機関 ご協力機関 

「とちお祭」が長岡大学 

悠久祭にやって来る！ 
～長岡・栃尾地域を元気にするために～ 

必見！驚き！大笑い！ 

「栃尾本町仁和賀隊パフォーマンス」 

【パネル 2】(C)2014/10/25今瀬ゼミ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今瀬ゼミナールでは、4月から 6 月にかけて、ゼミで取り組む企画の立案を行った。 

・何を行うのか明確になるまで、長岡市役所の本庁（市民協働推進室、地域振興戦略部、

政策企画課）や栃尾支所（商工観光課、地域振興課）、NPO 法人市民協働ネットワー

ク長岡、公益財団法人山の暮らし再生機構 栃尾サテライトに訪問して、事前取材や企

画書立案への相談に乗って頂いた。 

長岡市栃尾支所 

商工観光課の荒木さん 

「長岡駅から栃尾地域を繋ぐ」企画書（案） 

 

１．目的 

長岡中心市街地から栃尾地域をつなげ人に流れを作る。 

 

２．内容 

(１)長岡市、栃尾地域の自治体に残っている、観光・交通等の

資料を集計し足りない部分を補うアンケートを作成す

る。 

(２)アンケートと集計した資料を参考に、イベントでのターゲ

ット層を絞り込む。 

(３)長岡・栃尾の自治体と協力し、長岡の市街地（アオーレ等）

で栃尾地域を取り上げたイベントを行う。また、そのイベ

ントで栃尾地域の広報・宣伝を行う等の活動で、長岡から

栃尾への人の流れを作る。 

(４)悠久祭にてイベント、資料の集計結果等をまとめたパネル

展示を行う。 

(５)最終報告のためのアンケート作成を行い集計し、成果発表

会と報告書の準備をする。 

「とちお祭への裏方参画と調査・情報発信」企画書（案） 
１．目的 

栃尾地域の歴史や名産品などの観光・文化面をアピールし栃尾に向かう観光客を増やす事を目的とする。 

２．内容 

(１)長岡大学の学園祭である悠久祭などにおいて、「とちお祭」（8 月 23・24日）をまとめたパネル等の情報発信ツールを作成し、多くの

人に発表、告知を行う事によって、地域の魅力を来場者に知ってもらい、栃尾と長岡各地間での交流人口を増やす。 

(２)「とちお祭」の裏方として参画する。運営や準備段階から手伝える部分を探しながら、とちお祭に参画していく中で、栃尾の方達と協

働で作業を行っていき、ゼミ生と地域の方の交流ができる場を増やす。 

(３)パネル展示等の情報発信のために事前調査を行う。内容を「とちお祭」一点に絞り、深い内容になるようにする。祭のなりたちや現在

の状況等を中心にまとめ、狭く深い内容とすることにより、見ごたえのある制作を目指す。 

３．スケジュール等について 

(１)「とちお祭」の準備が本格化する７月には、祭にどういった形で裏方参画するのかを調整、決定し、作業に入る。 

(２)１０月に開催される悠久祭等に向け展示用パネルの準備をするため、とちお祭について調査する。 

(３)１０月から１２月にかけて、栃尾地域の良い所を悠久祭と各地で情報発信する。 

(４)とちお祭の終了後、８月から 12月にかけて、報告書作成と成果発表をする。 

 

何度か様々な方にアドバイスを頂くことで、 

企画書が何度もバージョンアップしていった。 

企画書(第１案) 

【ゼミ生】五十嵐信彦、澤井芳秀、須田一聖、相山祐輝、太刀川健太朗(五十音順)【教員】長岡大学経済経営学部准教授 今瀬政司 

今瀬政司ゼミナール 「とちお祭への裏方参画と調査・情報発信」 

「地（知）の拠点整備事業」（大学 COC事業） 

長岡地域＜創造人材＞養成プログラム 

(2014 年度) 

・6 月 16 日、栃尾支所への訪問時、商工観光課の荒木さんと栃尾サテライトの西沢さ

んにアドバイスを頂いて、「とちお祭の裏方」として参画させて頂くことに決まった。 

・この時は、具体的にどういったことをさせて頂けるのか、全く見当がつかなかったが、

その後、打ち合わせを重ねることでより明確になっていった。 

企画書(中間案) 

「長岡駅から過疎地域を繋ぐ」企画書（案） 

 

１．目的 

長岡の中心市街地から既存の交通網を利用し過疎地

域を活性化させる。 

 

２．内容 

長岡駅から出ているバスを利用し、過疎地域に人を

呼び込む。そして、その場で観光客などに地域にお

金を落としてもらえるようなイベントや場所を地域

の人と協力し用意する事をゼミで一貫して行う。 

(１)長岡駅 

駅やその周辺などで過疎地域の告知・広報活動を行

う。また、バスを利用して過疎地域への観光を行っ

てもらえるような取組みを行う。 

(２)地域での活動 

イベントや店などを地域の方と協力して用意し観光

面での魅力を高める。 

(３)アンケート 

市内の人や観光に来た人などにアンケートを行って

改善点などを見つける。 

「栃尾」に焦点を当てる！ 

「とちお祭」のみに焦点を当てる！ 企画書(最終案) 

何回か変更 

 

何回か変更 

 

【パネル 3】(C)2014/10/25今瀬ゼミ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ゼミ生】五十嵐信彦、澤井芳秀、須田一聖、相山祐輝、太刀川健太朗(五十音順)【教員】長岡大学経済経営学部准教授 今瀬政司 

今瀬政司ゼミナール 「とちお祭への裏方参画と調査・情報発信」 

「地（知）の拠点整備事業」（大学 COC事業） 

長岡地域＜創造人材＞養成プログラム 

(2014 年度) 

 

［市栃尾支所］ 

商工観光課 

（アドバイザー：荒木 隆氏） 

地域振興課 
 

［市本庁］ 

市民協働推進室 

（アドバイザー：安達一啓氏） 

地域振興戦略部 

政策企画室 
 

ＮＰＯ法人 

市民協働ネットワーク長岡 

           等 

 

 

栃尾観光協会 

（とちお祭事務局） 
 

栃尾本町区 
 

栃尾煙火協会 
 

栃尾商工会 
 

NPO 法人フォーラム栃尾熱都 

長岡市栃尾地域 NPO 連絡協議会 
 

公益財団法人山の暮らし再生機構 

栃尾サテライト 

            等 

栃尾地域 長岡市役所等 

 

学生ボランティア 

・栃尾地域は、新潟県中越地域の見附、三条、魚沼市な

どと隣接するところに位置している。 

・2006年に長岡市と合併し「長岡市栃尾」となる。 

  

・名産物としては、油揚げ(あぶらげ)を筆頭に、米や地酒(景

虎等)などがある。 

・また、今回、関わった「とちお祭」でもファッションシ

ョーなども行われており、古くから繊維産業の町として

栄えてきた。 

・観光面では、数多くの祭などを中心として、歴史や文化

面で非常に魅力的な土地になっている。 

・一方、魅力的な観光資源を有しながらも、公共交通

機関が殆ど無く（バスは１時間に１本ほど）、交通

面での不便さを感じるところも多い。（今瀬ゼミナ

ールの活動では、幾度も栃尾を訪問しているが、移

動は主に車である。） 

・また、裏方活動とともに、取材・調査を続ける中で、

高齢化問題をはじめ、様々な社会的課題について

話を聞くこともあった。 

長岡大学 

【パネル 4】(C)2014/10/25今瀬ゼミ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・2014 年度で 60 周年を迎えた「とちお祭」は、祭の多い栃尾地域でも特に大きな祭で

あり、様々な団体が参加する祭である。その歴史は古く、1955年まで遡る。当時は「繊

維まつり」と呼ばれ、祭が行われていた。その後、栃尾観光協会が 1980年に発足し、

その翌年に「繊維まつり」は当時のうま市と統合され、名前を「とちお祭」に変えた。 

・今年度は、「仁
に

和賀
わ か

行進」「全日本樽みこし綱引き選手権大会」「大民踊流し」「みこし渡

御」「大花火大会」「ミュージックアトラクション」「味のテント村」等、様々なイベン

トがあった。今瀬ゼミでも、イベントに参加して見ると、想像以上の面白さがあった。 

１日目（23日/土）

内容 時間 会場 参加団体等

オープニングイベント
ミュージックアトラクション 10:00~12:10 秋葉公園 みどり学童クラブとちおTAIKOキッズ

芳香幼稚園・栃尾天使幼稚園
双葉保育園・長岡向陵高校ダンス部
栃尾東小学校・栃尾南小学校
長岡大手高校ダンス部

味のテント村 10:00~15:00 栃尾市場組合
NPO法人フォーラム栃尾熱部

ゲームコーナー 10:00~15:00
全日本少年少女樽みこし 13:00~15:00 大野町城山キッズ・大野町天神キッズ
綱引き選手権大会 栄町ファイターズ・原町オールスターズ

原町スターバックス
大民謡流し 19:00~20:30 谷内１丁目 参加団体多数の為別記

～滝の下町
みこし渡御 20:30~21:40 大布橋東詰交差点～ 東町御神楽・金町御燈篭神輿

秋葉ﾄﾝﾈﾙ東口交差点 栃尾原町四神神輿・新町万灯神輿
ほだれ神輿・越後栃尾秋葉神輿
美飾睦

２日目（２４日/日）

内容 時間 会場 参加団体等

全日本樽みこし綱引き 9:00~12:30 秋葉公園
選手権大会

男子の部 大野町城山・栃尾保樽会・大野町天神
天下島・原町　黄龍・原町　翔龍
平成福祉会・IVUSAボーイズA/B

女子の部 善昌寺保育園・あささ　おここ
IVUSAガールズA/B

チャレンジシップ ALWAYS/IVUSA　A～Fチーム
今瀬ゼミナール

仁和賀行進 12:00~15:05 出雲通り リックスポーツ・栃尾旭町区
～終了後各町内へ 谷内2丁目・谷内1丁目・栃尾本町区

同住会・栃尾新町区
大花火大会 19:30~21:00 栃尾東小学校～

栃尾高校前防波堤
栃尾東小学校ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ
栄橋～巻渕橋間左側
（見物会場）

〒940-0233 

新潟県長岡市栃尾宮沢 1764 道の駅 R290とちお内 

E-mail  info@tochiokankou.jp 

電話番号 0258-51-1195 

ホームページ https://www.tochiokankou.jp 

【ゼミ生】五十嵐信彦、澤井芳秀、須田一聖、相山祐輝、太刀川健太朗(五十音順)【教員】長岡大学経済経営学部准教授 今瀬政司 

今瀬政司ゼミナール 「とちお祭への裏方参画と調査・情報発信」 

「地（知）の拠点整備事業」（大学 COC事業） 

長岡地域＜創造人材＞養成プログラム 

(2014 年度) 
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【ゼミ生】五十嵐信彦、澤井芳秀、須田一聖、相山祐輝、太刀川健太朗(五十音順)【教員】長岡大学経済経営学部准教授 今瀬政司 

今瀬政司ゼミナール 「とちお祭への裏方参画と調査・情報発信」 

「地（知）の拠点整備事業」（大学 COC事業） 

長岡地域＜創造人材＞養成プログラム 

(2014 年度) 

・とちお祭の各イベントは、それぞれに部会などが各種団体・各地区等により構成され、

企画・準備・運営がなされている。 

・今瀬ゼミナールは、仁和賀行進を運営する「仁和賀部会」、全日本樽みこし綱引き選

手権大会を運営する「樽みこし部会」などの打合せ会に出席させて頂き、併せて取材

もさせて頂いた。 

・今瀬ゼミナールがはじめて参加させて頂いた部会は、6 月 17 日の「仁和賀部会」であった。仁和賀行進に参加

する各地区の代表者が出席していた。ゼミ生が想像していたよりも、こじんまりとしたミーティングで、とちお

祭の事務局の方と対面する形で、話し合うというよりも、事務的に連絡を行うといったような部会であった。 

・また、この時、「仁和賀部会」の参加団体数が昔に比べて大幅に減少しているという話題も出て、“来年もとちお

祭で仁和賀行進をやれるのか”、“来年は大幅に見直して、新たな取組みをすべきだ”、といった意見などが出て

いた。栃尾地域の過疎化が進んでいることの現実を知った。 

仁和賀部会の様子 

樽みこし部会の様子 

・8 月 6日には、「樽みこし部会」に出席して、その様子を取材させて頂

いた。この日は、「全日本樽みこし綱引き選手権大会」についての最終

説明会であった。 

・今瀬ゼミナールは、とちお祭では「裏方さん」に徹するつもりであっ

たが、この日、“樽みこし綱引きに参加してみないか”、と部会の方々

から声をかけて頂き、樽みこし綱引きへの参加が決定した。 

・7 月 25 日には、「仁和賀行進」の最終説明会が行われた。この日は、前回

の部会よりも各地区から意見が多く出ていた印象を受けた。仁和賀行進で

町内を練り歩くときの動きをどうするのかなど、細かく確認をしていた。 

・また、この説明会に参加した目的の一つであった、栃尾本町の住民の方々

への取材に関して、アポとりも無事に行うことができた。そして、7月 28

日には、栃尾本町の「仁和賀行進」の準備の様子を取材させて頂けた。 

プログラム 主　管

総括 事業部

オープニングイベント 事業部

みこし渡御 みこし連絡会

大民踊流し 事業部

全日本樽みこし綱引き選手権大会大会 商業青年部

仁和賀行進 事業部

大花火大会 煙火協会

広報・宣伝 事業部

本部（商工会館） 商工会

裏方協力者 長岡大学 今瀬政司ゼミナール

■第60回（2014年度）とちお祭役割分担表

スタッフ体制
観光協会（事業部）（物産振興部）

商工会

織物組合

JA越後ながおか

長岡市栃尾支所商工観光課

シルバー

警備員

裏方協力者：長岡大学 今瀬政司ゼミナール

【パネル 6】(C)2014/10/25今瀬ゼミ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ゼミ生】五十嵐信彦、澤井芳秀、須田一聖、相山祐輝、太刀川健太朗(五十音順)【教員】長岡大学経済経営学部准教授 今瀬政司 

今瀬政司ゼミナール 「とちお祭への裏方参画と調査・情報発信」 

「地（知）の拠点整備事業」（大学 COC事業） 

長岡地域＜創造人材＞養成プログラム 

(2014 年度) 

のぼりを立てる作業 

提灯の設置 

・8 月 6 日、とちお祭の事前準備のお手伝いをさ

せて頂いた。 

・秋葉公園（メイン会場）とその周辺近くの作業

が殆どであった。予算や人数がもっと多ければ、

のぼりの設置場所を広めるなど、より大掛かり

な作業ができるのではないかと思った。 

木の剪定 

・上と左の写真は、とちお祭などの

イベントを開催する時に使用され

る様々な備品を保管している倉庫

である。この時以外にも、私たち

は会場の設営や片付けの時に何度

か倉庫を訪れた。 

・まさに、イベントの「裏方さん」し

か、足を踏み入れることがない場

所である。 

【パネル 7】(C)2014/10/25今瀬ゼミ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ゼミ生】五十嵐信彦、澤井芳秀、須田一聖、相山祐輝、太刀川健太朗(五十音順)【教員】長岡大学経済経営学部准教授 今瀬政司 

今瀬政司ゼミナール 「とちお祭への裏方参画と調査・情報発信」 

「地（知）の拠点整備事業」（大学 COC事業） 

長岡地域＜創造人材＞養成プログラム 

(2014 年度) 

・8 月 19 日、長岡市役所の「アオーレ」にて、とちお祭の事

前ＰＲ活動が行われ、お手伝いをした。 

・今瀬ゼミナールでは、とちお祭のチラシを配ったり、とちお

祭の紹介パネル等の展示準備のお手伝いを行うなどした。 

・当日、アオーレでは子供たちが演技を発表していた。観客は

その子供の親御さんたちが殆どのようで、私たちがチラシを

渡した人は、とちお祭について既に知っているようであっ

た。今後、アオーレでＰＲ活動をする祭には、もっとアオー

レにいる人を多く巻き込むと良いと思った。 

・8 月 18 日、「産業交流センターおりなす」のてまりホールにて、安全祈願祭が行われた。安全祈願祭の会場は、

何回か変更されており、過去には、栃尾体育館前にて行われた年もあった。 

・安全祈願祭の参加者は、とちお祭のイベントの代表者の方々が参加しているようであった。当日は宮司さん来られ、

厳格な雰囲気の中で執り行われた。 

・7 月 4 日、とちお祭の

「結団式」に参加させ

て頂いた。 

・今までは部会の参加の

みであったため、人数

の多さに驚いた。 

【パネル 8】(C)2014/10/25今瀬ゼミ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ゼミ生】五十嵐信彦、澤井芳秀、須田一聖、相山祐輝、太刀川健太朗(五十音順)【教員】長岡大学経済経営学部准教授 今瀬政司 

今瀬政司ゼミナール 「とちお祭への裏方参画と調査・情報発信」 

「地（知）の拠点整備事業」（大学 COC事業） 

長岡地域＜創造人材＞養成プログラム 

(2014 年度) 

・裏方としての活動の中で、前日準備では、各会場の設営や花火打ち上げ場所の設営を行った。 

・上の左図は、秋葉公園にある「全日本樽みこし綱引き選手権大会」の会

場である。当日、雨が降る恐れがあったため、事前にブルーシートを張

った。 

・上の中央図と右図は、前日の設営で雨対策としてテント等の備品を一箇

所にまとめておいた様子である。 

・山の上にある、花火打ち上げ会

場にあがったゼミ生と今瀬先

生は、花火を打ち上げるため

に必要な様々な作業をお手伝

いした。 

・花火打ち上げの準備を手伝っ

たゼミ生らは、丸五食堂でお

昼をごちそうになった。 

【パネル 9】(C)2014/10/25今瀬ゼミ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ゼミ生】五十嵐信彦、澤井芳秀、須田一聖、相山祐輝、太刀川健太朗(五十音順)【教員】長岡大学経済経営学部准教授 今瀬政司 

今瀬政司ゼミナール 「とちお祭への裏方参画と調査・情報発信」 

「地（知）の拠点整備事業」（大学 COC事業） 

長岡地域＜創造人材＞養成プログラム 

(2014 年度) 

・「全日本樽みこし綱引き選手権大会」の会場が、予報通り、直前に雨で濡れてしまったため、会場を再整備する必

要があった。今瀬ゼミナールでは、前日準備で雨対策として、会場を覆っておいたブルーシートをたたみ、その後、

スポンジを使って地面を整備、レーキ掛けした。また、会場にテントを広げ、テーブルや椅子を設置した。 

・会場の設置は、割とスムーズに行うことができ、人数不足であるという印象はあまりうけなかった。毎年、積み重

ねてきたノウハウが活きていることもあるようだ。 

・オープニングイベントでは、子供たちのグループや中学生等の団体が

参加し、演技を披露していた。 

・幅広い年代の人がオープニングイベントを見に来ており、賑やかであ

った。 

・来場者数については、昔のとちお祭の写真で見せて頂いたほどの人数

には及ばないが、親子連れなど多くの人たちが会場に来ていた。 

【パネル 10】(C)2014/10/25今瀬ゼミ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ゼミ生】五十嵐信彦、澤井芳秀、須田一聖、相山祐輝、太刀川健太朗(五十音順)【教員】長岡大学経済経営学部准教授 今瀬政司 

今瀬政司ゼミナール 「とちお祭への裏方参画と調査・情報発信」 

「地（知）の拠点整備事業」（大学 COC事業） 

長岡地域＜創造人材＞養成プログラム 

(2014 年度) 

・とちお祭のオープニングイベント

の後、「全日本少年少女樽みこし綱

引き選手権大会」が行われた。子供

たちの部門であったが、迫力があっ

た。 

・また、例年の参加団体数は正確には

わからないが、想像していたより参

加団体が多かった。 

・とちお祭の１日目の夜には、商店街周辺の会場で「大民踊流し」と「みこ

し渡御」が行われた。 

・「大民踊流し」は、30以上の団体が参加し、盛り上がりを見せていた。 

・「みこし渡御」は、栃尾以外の地域や他市町村からも参加者があり、他のイ

ベントとは違った雰囲気を見せていた。 

 

・今瀬ゼミナールでは、警備のお手伝いや「みこし渡御」の受付、祭本部で

の販売員のお手伝いをさせて頂いたりした。 
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【ゼミ生】五十嵐信彦、澤井芳秀、須田一聖、相山祐輝、太刀川健太朗(五十音順)【教員】長岡大学経済経営学部准教授 今瀬政司 

今瀬政司ゼミナール 「とちお祭への裏方参画と調査・情報発信」 

「地（知）の拠点整備事業」（大学 COC事業） 

長岡地域＜創造人材＞養成プログラム 

(2014 年度) 

・とちお祭の２日目の朝から行われる「全日本樽みこし綱引き

選手権大会」のチャレンジシップという部門に、今瀬ゼミナ

ールも急遽、参加させて頂いた。 

・力と力のぶつかり合いは、観客として見ていても迫力があり

ますが、実際に参加すると予想以上に楽しめました。 

・また、樽みこし初体験の今瀬ゼミでしたが、参加前にコツな

どを担当の方から教えて頂きました。 

・「樽みこし綱引き」とは、1965 年の第 11 回とちお祭

（当時は繊維まつり）から続いているイベントである。 

・現在のイベントの運営は、栃尾の商工会の青年部の方を中

心に行われている。トーナメントは、少年少女（子供の

部）・チャレンジシップ（初心者向け）・チャンピオンシッ

プ（上級者向け）等がある。 

・8 人組のチームで樽みこしを引き合い、綱引きを行う。3

ラウンドで 2本先取したチームが勝利となる。 

惜しくも、準優勝でした… 

・決勝戦で always に敗れ、惜しくも２位でした。 

・しかし、関係者の方などは、非常に驚いており、

良い成績を残せたと思います。 

・今瀬ゼミナールは、樽みこし綱引きに、裏方とともに、

表方の参加者としても関わらせて頂いた。 

・そこから見えてきたことは、樽みこし綱引きの持つ面白

みでした。 

・非常に激しい競技と聞いて、はじめは敷居の高さを感じ

ていましたが、実際に参加してみると怖さよりも興奮が

上回るイベントであり、もっと地元の人たち（特に我々

ゼミ生のような若い世代）に、面白みを知ってもらうべ

きだと感じました。 

・今瀬先生は、ゼミ生をなんとか勝たせてあげたいと頑張

り過ぎたようで、1 ヶ月間近く体の痛みが続きました。 

【パネル 12】(C)2014/10/25今瀬ゼミ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ゼミ生】五十嵐信彦、澤井芳秀、須田一聖、相山祐輝、太刀川健太朗(五十音順)【教員】長岡大学経済経営学部准教授 今瀬政司 

今瀬政司ゼミナール 「とちお祭への裏方参画と調査・情報発信」 

「地（知）の拠点整備事業」（大学 COC事業） 

長岡地域＜創造人材＞養成プログラム 

(2014 年度) 

・とちお祭のイベントの一つである「仁和賀行進」。 

・最盛期は、15 町内以上の団体が参加していたが、今

年の参加団体数は 7 町内と、減少傾向にある。 

・来年からは、取組み方の見直しを行うという話も出て

いるようである。 

・今瀬ゼミナールでは、参加団体（地区）のうちの一つ

である、栃尾本町区に焦点をあて、取材を行った。 

・下図の赤い線の部分を練り歩

く。途中で各団体が演技を発表

するポイントがきまっている。 

・黄色い付箋が参加団体を表す。 

 

仁
和
賀
行
進
の

現
状
を
知
る 

仁和賀行進とは・・・ 

・仁和賀行進と、とちお祭の前身である「繊維まつ

り」の頃から行われている、歴史の長いイベントで

ある。 

・決められたコースを練り歩き、各参加団体が、仮

装をしたり、演技を披露したりして競い合う。 

・繊維まつりの初期の頃は、前夜祭を含め、４日間

の間、祭りが行われており、当時は前夜祭仁和賀行

列、仁和賀行列と、２日間に分けて行われていた。 

栃尾本町の行進で踊りました。 
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【ゼミ生】五十嵐信彦、澤井芳秀、須田一聖、相山祐輝、太刀川健太朗(五十音順)【教員】長岡大学経済経営学部准教授 今瀬政司 

今瀬政司ゼミナール 「とちお祭への裏方参画と調査・情報発信」 

「地（知）の拠点整備事業」（大学 COC事業） 

長岡地域＜創造人材＞養成プログラム 

(2014 年度) 

当日の様子 

・ゼミ生も踊りに参加させて頂いた。参加

団体数は少なく、雨が降っていたが、そ

れぞれの団体はどこも活気があるよう

に感じられた。 

・8 月 20 日、栃尾本町区へ仁和賀行進の

取材に伺った。トラックの装飾作業が行

われており、町内のスタジオでは、仁和賀

行進の練習を行っていた。 

栃尾本町の演技内容 

・マリリン・モンローからの「ジュリアナ」、

「レディ・ガガ」、フィンガー５からの「学

園天国」、「ウォーターボーイズ」、セーラー

ムーン、マツケンサンバと続き、アナと雪

の女王、最後に「samba de janeiro」とい

う流れ。 

・曲が変わる節目ごとに、子供たちが妖怪ウ

ォッチの曲に合わせて前に出てきていた。 

・全体的に見て、今瀬ゼミナールのゼミ生

たちと同年代の人は少ないように見えた

が、30 代ぐらいの年の若い人は多くいる

ように感じた。 

・仁和賀行進については、栃尾本町区が最

も活気があるというように聞いていたた

め、他の地区はどうなのであろうかとい

うことが気になった。 

【パネル 14】(C)2014/10/25今瀬ゼミ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ゼミ生】五十嵐信彦、澤井芳秀、須田一聖、相山祐輝、太刀川健太朗(五十音順)【教員】長岡大学経済経営学部准教授 今瀬政司 

今瀬政司ゼミナール 「とちお祭への裏方参画と調査・情報発信」 

「地（知）の拠点整備事業」（大学 COC事業） 

長岡地域＜創造人材＞養成プログラム 

(2014 年度) 

・とちお祭「大花火大会」は、とちお祭 2日目の夜に行

われるイベントである。 

・花火大会では、多くの地元住民や企業からの協賛によ

り打ち上げが行われている。 

・中でも「千輪の会」が打ち上げるスターマインは、栃

尾の四季を表現した見応えのある花火であった。 

・今瀬ゼミナールとして、大花火大会の運営を行ってい

る「栃尾煙火協会」にご協力いただき、花火の打ち上

げにかかる設営・打ち上げ・片付けの作業に参加させ

て頂いた。 

・今瀬ゼミナールがとちお祭「大花火大会」の準備に参加したのは、祭前日の準備日からであった。 

・他のイベントと違い、準備当日に「栃尾煙火協会」の方と始めてお会いしたため、ゼミ生たちは若干の緊張もあった

が活動を共にし、非常に多くのお話を伺えた。 

・花火の打ち上げに係る一連の作業に関わることができ、その準備の様子や花火の裏側に迫った記録をまとめることが

出来た。 

・大花火大会でのスタッフの食事などは、花火打ち

上げ現場付近の「丸五食堂」にて行われた。 

・ここでの食事は、恒例になっているようで、「花火

の打ち上げに、地元や付近の方との関り合いは重

要である」との事で、付近の食堂などを利用して

いる面もあるとのこと。 

・花火の打ち上げ準備のため、防火水槽に水を貯める作業（上

写真）。 

・約 600リットルの水を山の上に上げ非常時の備えを行う。 

・また、防火水槽だけでなく、噴霧器の手配や落ち葉の処理

などで、火災への対策はぬかりなく行われている印象であ

った。 

・また、打ち上げの指示を出すためのテントの設営や看板の

設置等を行った。 

・現場は、リーダーの高見さんもと、和やかな雰囲気であり、

防火水槽の準備 

 

打ち上げ会場本部テントの様子 
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【ゼミ生】五十嵐信彦、澤井芳秀、須田一聖、相山祐輝、太刀川健太朗(五十音順)【教員】長岡大学経済経営学部准教授 今瀬政司 

今瀬政司ゼミナール 「とちお祭への裏方参画と調査・情報発信」 

「地（知）の拠点整備事業」（大学 COC事業） 

長岡地域＜創造人材＞養成プログラム 

(2014 年度) 

・今回の「大花火大会」では、今瀬ゼミナールより３名（今瀬先生、澤井、太刀川）が打ち上げ現場にて、取材を行

わせて頂くこととなった。 

・花火の打ち上げ現場は危険が伴うため、参加者はヘルメットの装着が必須であった。 

とちお祭での花火(上) 

打ち上げの瞬間の写真(左) 

観客席側の会場設営時の写真 

・花火打ち上げ現場に向かった３名について

は、その準備等で「栃尾煙火協会」の方など

と多く関わることができた。 

・その中で、栃尾煙火協会の前会長である高見

氏から、とちお祭「大花火大会」や栃尾煙火

協会、花火業界のことなどついて、多くのお

話を伺うことができた。栃尾の地域づくりな

どのことも話して頂いた。 

・今後とも、大花火大会の反省会などにも参加

予定であり、報告書などに反映していく。 

・花火当日の準備は、観客席側の会場設営

から始まった。仁和賀行進が終了後、撤

収作業を終わらせ、市の倉庫へ向かっ

た。 

・会場設営の機材を栃尾東小学校に搬入

し、「大花火大会」の本部会場設営を行

った。 

・観客席側の関係者席として、テントとテ

ーブル・椅子の設営を行った。 

・その後は、「丸五食堂」に打合わせに向

かった。 

事前の打ち合わせの様子 ゼミ生がヘルメットを装着している様子 高見氏による説明 

【パネル 16】(C)2014/10/25今瀬ゼミ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ゼミ生】五十嵐信彦、澤井芳秀、須田一聖、相山祐輝、太刀川健太朗(五十音順)【教員】長岡大学経済経営学部准教授 今瀬政司 

今瀬政司ゼミナール 「とちお祭への裏方参画と調査・情報発信」 

「地（知）の拠点整備事業」（大学 COC事業） 

長岡地域＜創造人材＞養成プログラム 

(2014 年度) 

・8 月 2５日、とちお祭の後片付けのお手伝いをした。こ

の日は、大学の補講期間であったため、ゼミ生やボランテ

ィア学生の参加が少なかった。 

・ゼミ生の太刀川、澤井や今瀬先生は、花火打ち上げ場所の

片付けをお手伝いした。須田は祭のメイン会場などの片

付けをお手伝いした。 

・暗い時にはわからなかったが、明るい時に花火打ち上げ

後の場所を見てみると、花火の殻や筒を覆っていた銀紙

のかけらがあちこちに散乱していた。 

・この日、他の片付け作業は、防火水槽をたたんだり、発

電機を運んだり、打ち上げの本部テントをたたむとい

ったものだった。 

・打ち上げ会場の花火の筒が置いてあった地面は深く窪

んでいた。 

・片付け後には、栃尾煙火協会の方々に、お昼ご飯をごちそうして頂いた。また、煙火協会の高見さんには、その

後に栃尾の温泉を案内して頂いたり、ご自宅で以前の花火の様子を学ばせて頂いたりと、大変お世話になった。 

【パネル 17】(C)2014/10/25今瀬ゼミ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ゼミ生】五十嵐信彦、澤井芳秀、須田一聖、相山祐輝、太刀川健太朗(五十音順)【教員】長岡大学経済経営学部准教授 今瀬政司 

今瀬政司ゼミナール 「とちお祭への裏方参画と調査・情報発信」 

「地（知）の拠点整備事業」（大学 COC事業） 

長岡地域＜創造人材＞養成プログラム 

(2014 年度) 

「みこし渡御」のように、他のイベントも

幅広い地域から参加団体を募っていけば、

祭も賑やかになるし、多くの人に「とちお

祭」を知って頂くことができ、栃尾地域が

どういう場所なのか知って頂くことにもつ

ながっていくのではないでしょうか？ 

ｂｙ澤井 

 

「大民踊流し」や「みこし渡御」

の時に、食べ物の屋台を出す

と、より祭りの雰囲気が出るか

も･･･ ｂｙ五十嵐 

裏方の仕事はとにかく大変で、

少しでも裏方を担う人がいた

ら、負担が減ると思う。 

ｂｙ相山 

若い人が少なく、今後も過

疎化が進んでいく恐れが十

分にあるように思います。 

 ｂｙ澤井 

「とちお祭」全体を通して、私たち今瀬ゼミ生に近い年代が少な

く感じた。現地の 25歳位までの人たちで、１つの企画を試みた

りすれば、今年とは違った盛り上がりがあったりで面白いと思

う。 ｂｙ須田 

全盛期はもっと賑やかであったのでしょう

が、「とちお祭」は想像以上に活気があるよ

うに思いました。「大民踊流し」は多くの人

数が参加していましたし、「みこし渡御」も

栃尾以外の団体が参加していたことには驚

きました。 ｂｙ澤井、須田 

交通機関の利便性がもう少

しよければ、栃尾に立ち入

るのではないだろうか 

 ｂｙ五十嵐、相山 

同じ人ばかり動いていたので人手不足なのでは？ ｂｙ五十嵐 

若い（18～25歳位）現地のボランティアが出てくるようにな

るといいと思う。未来に繋がるとも思うし、新しいノウハウが

出てくるのでは･･･ ｂｙ須田 

「全日本樽みこし綱引き選手権大会」では、地元の学生（中・高

校生）などに声をかけて参加を促したりすれば、参加者が増え

てゆくのでは？ ｂｙ太刀川 

提言１．「とちお祭」で準備・運営・片付けなどを行う「裏方さん」の大変さ、大事さ、面白さが地元で再評価

されるような仕掛けをして、「裏方さん」（特に、若い人）が増えるようにしていくこと。 

提言２．とちお祭の「全日本樽みこし綱引き選手権大会」を栃尾以外の地域の祭において出前開催すること。 

それにより、樽みこし綱引きの魅力を栃尾内外に波及的に広く知ってもらうこと。 

提言３．とちお祭の会場で、地元商店や料理上手な家庭の方などの力を借り、地元の名物料理や家庭料理など

の屋台を多く出すようにして、域外からの来場者の楽しみを増やすこと。 

 

今瀬政司ゼミナールの「とちお祭」への提言 

「とちお祭への裏方参画と調査・情報発信」を通じて気づいたこと 

【パネル 18】(C)2014/10/25今瀬ゼミ 

 



 

 

 

■主催：今瀬ゼミナールと栃尾の方々 

■日時：2014 年１０月 25 日（土）12:45～13:00 

長岡大学玄関広場 

■内容：栃尾地域で 60 年の歴史を持つ「とちお祭」。 

その最大の呼び物が「仁和賀(にわか)行進」（踊り）。 

栃尾住民の方々２5 名ほどがご来校下さり、ゼミ生

やボランティア学生たちと一緒に、仁和賀行進の

60 周年記念、合同パフォーマンスを行います。 

テーマは、「祝 60 周年とちお祭 本町 Returns ～

ありのままで」。「とちお祭」と栃尾地域の素晴らし

さを見て、驚いて下さい。踊りへの乱入、大歓迎！ 

 

 

日時：2014年度１２月６日（土）13：00～17：00 

 

会場：ホテルニューオータニ長岡「ＮＣホール」 

定員：250名 申込締切は 12月 1日（月） 

仁和賀行進の様子 

 

 

 

■主催：今瀬ゼミナール 

■日時：2014 年 10 月 25 日（土）、26 日（日） 

10:00～17:00 長岡大学 242 教室 

■内容：「とちお祭への裏方参画と調査・情報発信」

事業での活動成果を報告します。 

（①裏方活動、②表方活動、③記録・調査・ 

まとめ、④情報発信・ＰＲ・提言）。 

裏方だからこそ分かる「とちお祭」の本当

の姿（素晴らしさ）と、栃尾地域の良さ・

課題を報告し、今後への提言を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ゼミ生】五十嵐信彦、澤井芳秀、須田一聖、相山祐輝、太刀川健太朗(五十音順)【教員】長岡大学経済経営学部准教授 今瀬政司 

今瀬政司ゼミナール 「とちお祭への裏方参画と調査・情報発信」 

「地（知）の拠点整備事業」（大学 COC事業） 

長岡地域＜創造人材＞養成プログラム 

(2014 年度) 

地域活性化プログラムの成果発表会を行います！ 

今瀬ゼミナールの情報発信活動                     
2014年度の今瀬ゼミナールでは、「とちお祭への裏方参画と調査・情報発信」と題しゼミナール活動を行っている。 

8月 23日・24日に行われた「とちお祭」までは、裏方での活動参画と取材・調査などを中心に活動を行ってきた。 

今後の活動として、10月 6日にまとめた中間報告書などを追加取材・調査等で改善を図り、作成したパネルの各所

展示、ホームページ掲載、各所での成果発表などを行い、より多くの方々に「とちお祭」と栃尾地域のことを知って

もらうための情報発信活動を行っていく予定である。 

お問合せ・お申込み 

FAX：0258-39-9566 TEL：0258-39-1600(代) 

E-mail：porev@nagaokauniv.ac.jp 

〒940-0828 長岡市御山町 80-8 

長岡大学 教務学生課地域活性化プログラム担当 恩田 

入場無料 

必見！驚き！大笑い！ 

「栃尾本町仁和賀隊パフォーマンス」 

とちお祭で裏方さんになりました！ 

パネル展「とちお祭の裏側珍百景」 

【パネル 19】(C)2014/10/25今瀬ゼミ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ゼミ生】五十嵐信彦、澤井芳秀、須田一聖、相山祐輝、太刀川健太朗(五十音順)【教員】長岡大学経済経営学部准教授 今瀬政司 

今瀬政司ゼミナール 「とちお祭への裏方参画と調査・情報発信」 

「地（知）の拠点整備事業」（大学 COC事業） 

長岡地域＜創造人材＞養成プログラム 

(2014 年度) 

「とちお祭への裏方参画と調査・情報発信」事業の足跡 

今瀬ゼミナールの主な活動内容（2014年4月～10月） 学外

14日 (月) 定例ゼミ授業（企画書立案等）

21日 (月) 定例ゼミ授業（企画書立案等）
28日 (月) 定例ゼミ授業（企画書立案等）
12日 (月) 定例ゼミ授業（企画書立案等）
19日 (月) 定例ゼミ授業（企画書立案等）

21日 (水)
長岡市政策企画課・市民協働推進室、NPO法人市民協働ネットワーク長岡に
協力依頼（今瀬）

市本庁

26日 (月) 定例ゼミ授業（企画書立案等）
29日 (木) 長岡市政策企画課・市民協働推進室・地域振興戦略部に協力依頼（今瀬） 市本庁
2日 (月) 定例ゼミ授業（企画書立案等）
3日 (火) 長岡市地域振興戦略部に事前取材・企画相談 市本庁
9日 (月) 長岡市栃尾支所地域振興課に事前取材・企画相談 栃尾

10日 (火) ゼミ打合せ会（企画書立案等）

16日 (月)
長岡市栃尾支所商工観光課（荒木様にアドバイザー依頼）と山の暮らし再生機
構栃尾サテライトに事前取材・企画相談

栃尾

17日 (火) とちお祭「仁和賀部会」に出席＆取材 栃尾
23日 (月) 長岡市市民協働推進室（安達様にアドバイザー依頼）に事前取材・企画相談 市本庁
30日 (月) 定例ゼミ授業（とちお祭の裏方参画の進め方検討等）
4日 (金) とちお祭「結団式」に出席＆取材 栃尾
7日 (月) 定例ゼミ授業（とちお祭の裏方参画の進め方検討等）

14日 (月) 定例ゼミ授業（とちお祭の裏方参画の進め方検討等）
16日 (水) 栃尾観光協会と打合せ会（スケジュール・役割分担等調整） 栃尾
21日 (月) 定例ゼミ授業（とちお祭の裏方参画の進め方検討等）
25日 (金) とちお祭「仁和賀部会」に出席＆取材 栃尾
28日 (月) 定例ゼミ授業（とちお祭の裏方参画の進め方検討等）
28日 (月) 栃尾本町区のとちお祭「仁和賀行進」の事前準備＆取材 栃尾
6日 (水) とちお祭の事前準備（会場と街中の設営等）＆取材 栃尾
6日 (水) とちお祭「全日本樽みこし綱引き選手権大会」説明会に出席＆取材 栃尾

18日 (月) とちお祭「安全祈願祭」に出席＆取材 栃尾
19日 (火) とちお祭の事前告知（長岡駅前アオーレにてチラシ配布等）＆取材 栃尾
20日 (水) 栃尾本町区のとちお祭「仁和賀行進」の練習会出席＆取材 栃尾
21日 (木) 保健所検査（現地不参加）
22日 (金) とちお祭の前日準備（会場と花火打上げ場の設営等）＆取材 栃尾
23日 (土) とちお祭当日（裏方運営＆取材） 栃尾
24日 (日) とちお祭当日（裏方運営＆樽みこし綱引き参加＆仁和賀行進参加＆取材） 栃尾
25日 (月) とちお祭の後片付け（会場と花火打上げ場の片付け）＆取材 栃尾
3日 (水) ゼミ打合せ会（報告書作成＆パワーポイント資料作成）

10日 (水) ゼミ打合せ会（報告書作成＆パワーポイント資料作成）
17日 (水) ゼミ打合せ会（報告書作成＆パワーポイント資料作成）
24日 (水) ゼミ打合せ会（報告書作成＆パワーポイント資料作成）
1日 (水) ゼミ打合せ会（報告書作成＆パワーポイント資料作成＆パネル作成）
2日 (水) ゼミ打合せ会（報告書作成＆パワーポイント資料作成＆パネル作成）

6日 (月)
長岡市市民協働推進室で中間レビュー（中間報告書＆パワーポイント資料提
出）、長岡市政策企画課と地域戦略部に報告

市本庁

8日 (水) ゼミ打合せ会（報告書作成＆パワーポイント資料作成＆パネル作成）
13日 (月) 定例ゼミ授業（報告書・パネル等作成打合せ、第２回中間レビュー練習）
14日 (火) ゼミ打合せ会（報告書作成＆パワーポイント資料作成＆パネル作成）
15日 (水) ゼミ打合せ会（報告書作成＆パワーポイント資料作成＆パネル作成）
16日 (木) ゼミ打合せ会（報告書作成＆パワーポイント資料作成＆パネル作成）

20日 (月)
長岡市栃尾支所で中間レビュー（中間報告書＆パワーポイント資料提出）、栃
尾観光協会に報告

栃尾

21日 (火) ゼミ打合せ会（パネル作成）、栃尾本町区「仁和賀行進」の打合せ 栃尾
22日 (水) ゼミ打合せ会（パネル作成）

23日 (木)
ゼミ打合せ会（パネル作成）、NPO法人フォーラム栃尾熱都にとちお祭パネル
借用

栃尾

24日 (金) ゼミ打合せ会（パネル作成）、今瀬ゼミ作成の展示パネル等の設置
25日 (土) 悠久祭にてパネル展示「とちお祭の裏側珍百景」
25日 (土) 悠久祭にて「栃尾本町仁和賀隊パフォーマンス」
26日 (日) 悠久祭にてパネル展示「とちお祭の裏側珍百景」
27日 (月) 悠久祭でのパネル等の後片付け

12月 6日 (土) 地域活性化プログラムの成果発表会（ホテルニューオータニ長岡）＜予定＞
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